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陶磁器から見た昭和時代の秋田

一秋田県内発見の統制陶磁器を中心として一

庄内昭男＊

1．はじめに

個人的に収集していた磁器小Ⅲの底にく有58＞

の印があるのを見つけていた。その印が何を意味

するのか気にしていたが、長い間手がかりが無い

ままであった。

ところが、2006年にIl度阜県美濃陶磁資料館を訪

れた際に、『戦時中の統制したやきもの』の展示

図録を見て、統制陶磁器とII乎ばれているものの一

つであることがわかった。統制陶磁器とは、戦時

色が強まった昭和16年に配給物資の量の確保とｲIlll

格の安定を図って、日本国内の産業生産品に記

号・番号を付していったものである。IIH和20年ま

で続いていった。記号・番号は産地の略号と数字

との組合わせになっており、生産者毎に一種類の

記号・番号が記されているものである。印は主に

器の底部に、青色や緑色の印字や凹や凸となる型

で示されている。

ショップなどで手当たり次第に記号・番号に注目

して資料を探して見ることにしたが、予想をこえ

て県内各地で、多くの統制陶磁器に出会うことが

できた。最初は小皿が目についたが、その後、茶

碗・大皿、そして飯植、湯たんぽなどが確認でき

た。収集は数枚単位で行っていたが、時代の特徴

を表す形や文様などが頭に入ってきたことで、容

易に見当を付けることができるようになり、2年

間で収集した数も300点前後までになった。

量的には美濃地方で生産されたことを表すく岐

>がついたものが多くなっていったが、調査のき

っかけとなった『戦時中の統制したやきもの』の

展示図録に記載された153点以外の番号をもつも

のが出てきた。そこで、番号と生産者の適合につ

いて多治見市教育委員会に問い合わせたところ、

美濃産ではすべての番号と、生産者が対応できる

一覧表が作成されていることを紹介してもらっ

た。その後、佐賀県では『近現代肥前陶磁銘款集』

の記載の中に、有田産のものが整理されているの

を知った。

以下、平成2009年秋までに収集した統制陶磁器

について、統制番号と器種別分類で一覧表を作成

した。

2．秋田県内で収集した統制陶磁器

『戦時中の統制したやきもの』の図録では、〈

岐・○○番号＞のついた美濃焼の製品153点を載せ

ており、資料写真の下に記号・番号と生産者名・

住所が記載されていた。そこで記号・番号によっ

て陶磁器の生産地と生産者が特定できることが分

かった。これまで疑問に思っていたく有58＞は佐

賀県有田産のものであることが予想できた。

そこで、＜有58＞以外にも記号・番号が付され

たものを見つけさえすれば、戦時中という限定的

な期間ではあるが、県外から搬入されて県内で使

用された陶磁器の動きがとらえられるのではとい

う考えにおよんだ。手始めに、当館の館蔵品の中

に記号・番号が付されたものがあるかどうか、収

蔵資料をさがしてみたが、見つけることができな

かった。

意を決して2007年春から古美術店やリサイクル

鞍
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記号・番号を印字で示す

記号・需号を凹で示す

記号・番号を凸で示す
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表A収集した統制陶磁器
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3．〈らしの中の統制陶磁器

2年ほどの収集期間であったが、県内で集めた

ものは106種類におよんでいる。しかし、すべて

が古物商やリサイクルショップで手に入れたもの

だけに、直接秋田に搬入されたものか、あるいは

人を介して間接的に秋田に入ってきたものか、定

かではないというのが実態である。たしかに暮ら

しの中で使用されていたという裏付けのため、以

下の二例を通じて、暮らしとの関係を想定する手

がかりとした。

①秋田市久保田の遺跡調査で出土した統制陶磁器

秋田市千秋久保田町で都市計画道路工事のため

に事前発掘調査が実施された。調査地区は、久保

田城の三の丸とよばれていた台地の東側にあた

り、現状は台地の縁辺に沿って人家が立ち並び、

その東側にはte5mの市道が南北に走っている。

江戸時代には外堀の一角にあたり、護岸にともな

う杭列が確認されている。外堀は城が廃止された

近代以降に埋め立てられた。明治時代以降は市道

に沿って民家や商店がたち、秋田駅に近いことか

ら商店街へと変貌していったものである。外堀を

埋めた造成土からは、江戸後期から明治にかけて

の有田産・美濃瀬戸産の陶磁器が出土しており、

さらに昭和のものも混在していた。造成土に各時

代のものが混在していたのは、調査地が崖下にあ

たり、その台地の上では、江戸時代に別当院とい

う寺が、明治後半から戦時中には第17連隊の司令

部・衛戊病院などの建物群が、戦後は県立中央病

院が建てられており、斜面近くでの不要物の廃棄

が重なり合ったこと、人為的あるいは自然崩落が

あって、江戸後期から昭和にかけての陶磁器が混

在したと思われる。

出土陶磁器は数百点におよんでいる。発掘にあ

たった秋田市教育委員会から資料を借り受け、記

号・番号をもつ統制陶磁器をさがしてみたが、確

認できたのは5点であった。岐阜産の<ll皮＞の記

号・番号をもつものが2点と、瀬戸産のく瀬＞が

1点、有田産のく有＞が1点、産地不明のものが

1点であった。以下の表にそれぞれの特徴をまと

めた。

この5点の統制陶磁器とともに、これまで個人

表B

番号 表示

岐 17 印字墨

岐 69型凸

瀬 729 印字青

有 32 印字青

不明 ？15印字青

器種

不明

碗

碗

皿

不明

形の特徴
-古.今
I可1コ

高台
一首-ユさ、
1石可にI

絵柄

花柄

で収集してきた統制陶磁器と類似したものがある

のを確認した。それは磁器の皿や井であり、「秋

田県立中央病院」と使用した場所が書かれていた。

3点の皿には緑色のクロム顔料で、内底に病院名、

口縁部にそって平行線が引かれており、あと1点

の皿には青色のコバルト顔料で同じように病院名

の記述と平行線が引かれているものである。これ

まで、緑色の平行線が引かれたものには、＜

岐＞＜瀬＞の記号に番号が入ったものを収集して

いた。｜|皮阜や瀬戸の産地では、工場用のものとし

て分類している。この久保田町で検出された「秋

田県立中央病院」が書かれたものは、戦時下で工

場用として製品化されたものと同じ系統のものと

考えられる。今回の出土品には菱形の囲みに<M

IN0>の記載がある。ただし、統制陶磁器に特

有な記号・番号が入っていない。現在は販売して

いない県南の酒の銘柄を記した杯を包んでいた薄

紙が手には入った。そこには、美濃の業者が名前

入りのやきものの発注を受けていることが記載さ

れており、包紙は宣伝の役割をはたしていたもの

である。したがって、病院名のあるⅢや井は、戦

後になって美濃に発注したものと思われる。

②昭和の暮らしと陶磁器

1999年に95歳で亡くなった祖父の家の陶磁器を

もらい受けることにした。祖母ともに質素な暮ら

しで、ものを大事にしていたことから、戦前戦後

のものが、残されていた。

生活の足跡をたどりながら、生活用具としての

陶磁器の流れをとらえてみたい。

祖父は、昭和12年に秋田市大町五丁目で洋服業

として独立した。昭和3年に生まれた長女はじめ

昭和12年生まれの次男まで、夫婦と二男二女の家

族構成であった。戦争時は長女が学生で、下に

小・中学生を抱えた生活であった。戦後になって
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陶磁器から見た昭和時代の秋田

昭和24年に嫁いだ長女を除いて、夫婦と育ち盛り

の学生3人の暮らしであり、長男・次男・次女は

数年を経て社会人となっていく。昭和38年には、

大町を離れ、秋田市新屋に住居を移している。

残された焼きものの中で統制陶磁器が1件あ

り、他に戦時下にかかわるものとして、許可番号

のあるⅢがあった。もっとも目についたものは、

やきものの高台内に商店名がかかれた小皿や向付

であった。模様を見ると、統制陶磁器と似､通って

おり、昭和30年代に暮らし向きがやや豊かになっ

たころのものと思われた。当時の個人商店では、

盆や暮れのお使いものとして、日常使用する陶磁

器を配っており、それが祖父の家に残されていた

ものであろう。他に木箱に入ったままのものもあ

ったのが、いずれも結婚式などの引き出物であり、

中にnoritakeと生産者名が書かれたものもあっ

た。昭和40年代に娘や息子の結婚式に|際して渡さ

れたものと思われる。

ところで、統制陶磁器は、＜万58＞の記号番号

がある湯呑であった。記号からは万古焼のものと

推定される。酒もたばこもたしなまない祖父にと

っては、お茶が唯一の賛沢品であったと思われた。

病院用の食器には、統制番号を取り除いて、英語

で産地表示をしたものがあらわれる。また、裏に

商店名が書かれた焼きものには、戦前から統制陶

磁器へと文様が継続しているものや、統制陶磁器

で使用された文様を一部簡略したものなどがあ

り、美濃産の陶磁器は、戦後復興と消費の拡大を

見越して施設用食器や贈答品に販売の重き置き、

秋田の人々の暮らしの中に深く浸透していったも

のと見られる。

末筆ながら、｜|皮阜県の統制陶磁器一覧をご紹介

いただいた多治見市教育委員会岩井立弥氏、久保

田城跡の陶磁器の閲覧に便宜をはかっていただい

た秋田市教育委員会の西谷隆氏、収集にご協力い

ただいた秋田市岡田茂唐氏に感謝申し上げます。

|文献｜

岐阜県陶磁資料館展示図録『戦時中の統制した

やきもの」2001年

多治見市教育委員会桃井勝「Ⅲ工場記号番号」

『多治見市文化財保護センター研究紀要第3号』

1997年

九州陶磁資料館『近現代肥前陶磁銘款集」2001年

秋田市教育委員会『久保田城跡』2008年
表C

議4．まとめ

個人的な収集からは、＜岐＞の印をもつ美濃産

で、番号が400番台と900番台が数量でまさってい

る。多治見市教育委員会で作成したリストとの照

合では、岐阜県士l岐市で生産されたものが多い傾

向が浮かんできた。

ここ10年間で実施された久保田城下Ill]-の発掘調

査で出土した陶磁器をみても江戸時代後半から明

治のかけては、美濃産の移入が多い傾向が示され

ており、奥羽本線が敷設された1905年以降、鉄道

網の整備が美濃産の移入に拍車をかけ、さらに戦

前から戦時下においても引き続き美濃産の移入が

続いていったものと推測される。特に秋川県では

第二次世界大戦を境に陶器生産を廃業した窯があ

った中で、美濃産の販売攻勢は戦後も続いており、
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久保田城三の丸出土
統制陶磁器
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